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主
な
内
容

なかよく遊ぼうね
✿ 令和4年度 幼児クラブ開講式 ✿

遊びの楽しさを感じながら集団での関わりをとおして社会性や思いやりの心を育み、
また親子のふれあいや保護者の皆さん同士の交流を深める場として、幼児クラブを開講しました。



令和４年度 社会福祉法人喜多方市社会福祉協議会予算

会費収入
寄付金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
事業収入
負担金収入
介護保険事業収入
障害福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入
前期末支払資金残高
　　　　 合　　　　　計

収　　　　入
2,800
12,909
87,180
422,279
13,554
883

340,474
6,508
49

16,887
26,040
929,563

法人運営事業区分
地域福祉推進事業区分
介護保険事業区分
障がい者総合支援事業区分
地域包括支援センター事業区分
　　　　 合　　　　　計

支　　　　出
81,203
435,447
330,709

44
82,160
929,563

<社会福祉事業会計　収支内訳>

＜単位：千円＞

　喜多方市社会福祉協議会では、より円
滑な業務遂行を図るため、令和4年4月1
日より本所（喜多方市総合福祉センター
内）を3課体制に変更しました。
　3課体制となり、より機能性と専門性
を高め、それぞれの分野で業務に取り組
んで参ります。

※支所（熱塩加納支所、塩川支所、山都支所、高
郷支所）の組織は変更はありません。
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本所組織が変わりました！
【喜多方市社会福祉協議会　本所】

主
な
新
規
事
業

　
急
速
に
変
化
す
る
社
会
状
況
と
一
昨
年
か
ら
世
界
的
に
拡
大
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

は
、
市
民
の
皆
様
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
市
民
の
皆
様

が
抱
え
る
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
公
私
協
働
に
よ
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
と
地
域
の
福
祉
力

向
上
を
図
る
た
め
、
地
域
福
祉
事
業
に
更
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

令
和
４
年
度

 
喜
多
方
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画

重
点
事
業

１ 

権
利
擁
護
事
業
の
推
進

２ 

介
護
事
業
の
経
営
改
善
に
向
け
た
方
策
の
検
討

３ 

相
談
事
業
の
一
元
化
に
よ
る
連
携
強
化

○
本
会
が
家
庭
裁
判
所
か
ら
の
選
任
を
受
け
成
年
後
見
人
と
な
り
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
に
対

し
て
財
産
管
理
や
身
上
保
護
に
よ
る
後
見
事
務
を
行
う
法
人
後
見
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
高
齢
や
障
が
い
等
に
よ
り
判
断
能
力
に
不
安
を
抱
え
る
方
々
が
適
切
に
成
年
後
見
制
度
を
利
用
で

き
る
よ
う
、
制
度
の
わ
か
り
や
す
い
周
知
、
広
報
啓
発
等
、
相
談
窓
口
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

適
正
な
支
援
に
繋
げ
る
地
域
連
携
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
事
業
に
取

り
組
み
ま
す
。

基
本
方
針
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　喜多方市社会福祉協議会では、より円
滑な業務遂行を図るため、令和4年4月1
日より本所（喜多方市総合福祉センター
内）を3課体制に変更しました。
　3課体制となり、より機能性と専門性
を高め、それぞれの分野で業務に取り組
んで参ります。

※支所（熱塩加納支所、塩川支所、山都支所、高
郷支所）の組織は変更はありません。
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本所組織が変わりました！
【喜多方市社会福祉協議会　本所】

 
主
な
事
業

⑴
第
18
回
社
会
福
祉
大
会

⑵
ふ
れ
あ
い
社
会
福
祉
講
座

⑶
児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ
の
活
動
支
援

⑷
介
護
職
員
初
任
者
研
修
事
業(

夜
コ
ー

ス)

⑸
家
族
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

⑹
指
定
管
理
６
施
設
の
運
営
管
理

⑺
居
宅
介
護
支
援
事
業
／
訪
問
介
護
事

業
／
通
所
介
護
事
業

⑻
社
会
福
祉
法
人
が
行
う
公
益
的
取
り

組
み
※

・
社
会
福
祉
法
人
情
報
交
換
会

・
い
き
い
き
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
お
も
ち
ゃ
図
書
館
事
業

・
心
配
ご
と
相
談
事
業

・
車
い
す
同
乗
車
両
貸
出
事
業

・
車
い
す
無
料
貸
出
事
業

・
制
服
リ
ユ
ー
ス
事
業

⑼
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

⑽
法
人
後
見
事
業

⑾
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
の

拡
充

⑿
ミ
ニ
サ
ロ
ン
等
交
付
金
事
業

⒀
陶
芸
教
室
の
開
講
（
塩
川
）

⒁
福
祉
と
介
護
の
出
張
講
座

⒂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

・
児
童
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

普
及
事
業
／
ち
い
さ
な
て
の
発
行

・
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
事
業
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除
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テ
ィ
ア
事
業
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傾
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ボ
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テ
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業

・
子
育
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テ
ィ
ア
事
業

・
福
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レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業

・
朗
読
・
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成

・
寄
付
本
に
よ
る
募
金
事
業

・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

運
営

⒃
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
事
業

⒄
支
部
社
協
事
業
の
活
動
支
援

⒅
福
祉
団
体
の
育
成
支
援

⒆
第
２
層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
業
務

⒇
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向

け
た
協
議
体
の
設
置
と
運
営

㉑
日
赤
福
島
県
支
部
喜
多
方
市
地
区
業
務

㉒
喜
多
方
市
共
同
募
金
委
員
会
業
務

㉓
小
口
生
活
援
助
資
金
貸
付
事
業

㉔
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

㉕
高
額
療
養
費
貸
付
事
業

㉖
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

・
総
合
相
談
支
援
、
権
利
擁
護
事
業

・
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
支
援
事
業

・
地
域
包
括
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築

・
地
域
ケ
ア
会
議
の
実
施

・
介
護
予
防
支
援
事
業

㉗
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
運
営

・
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
相
談
支
援

事
業
及
び
就
労
支
援
／
家
計
改
善

支
援

・
住
宅
確
保
給
付
金
の
申
請
に
係
る

相
談
・
受
付

・
就
労
体
験
事
業

・
子
ど
も
食
堂
と
の
連
携

・
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事
業

㉘
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
事
業

・
制
度
の
周
知
・
広
報
／
相
談
支
援

／
利
用
促
進
／
後
見
人
の
支
援
等

※
社
会
福
祉
法
人
が
行
う

　
公
益
的
な
取
り
組
み
と
は

　

社
会
福
祉
法
第
24
条
第
２
項

に
、
す
べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
の

責
務
と
し
て
「
地
域
に
お
け
る
公

益
的
な
取
組
」
の
実
施
が
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
ま
た
は

社
会
生
活
上
の
支
援
を
必
要
と
す

る
方
に
対
し
、
無
料
ま
た
は
低
額

な
料
金
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
積
極

的
に
提
供
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
高

い
公
益
性
を
持
つ
社
会
福
祉
法
人

の
本
来
の
役
割
を
明
確
に
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
私
た
ち
社
会
福

祉
法
人
は
、
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
つ
つ
、法
人
の
自
主
性
、

創
意
工
夫
に
よ
る
多
様
な
地
域
貢

献
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
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市内小田付地区が、重要伝統的建物群保存地区に選定され、小田付の宝や魅力を集めた標識
づくりが地元の方々によって進められています。
標識の素材が陶器に絞られ、当センター陶芸グループに依頼がありました。
後世に残る作品を仕上げよう！小田付の魅力をもっと
多くの人に知ってもらいたい。町のシンボルになってほし
い。と様々な思いを胸に制作し、何度も試行錯誤を繰り
返し、この度、プレートが焼きあがりました。
今後は出来上がった標識などを利用して地域内を巡
り歩けるようなものにしていくとの事です。完成が楽し
みですね。当センターで、一緒にプレートづくりしてみま
せんか？

昨年１１月に岩月町の方々が安心して暮らせるような地域づくりを目的とした「岩月町支え合い会
議」が設立されましたが、コロナ禍にあって全体会議の開催を見合わせておりました。令和４年２月１３
日、支え合いの精神を地域全体に醸成し福祉力と健康寿命を高めるための協議の場として、第１回
岩月町支え合い会議の全体会議が開催され、席上において、遠藤市長ならびに齋藤社協会長よりご
祝辞を頂きました。

地域包括支援センターでは、令和4年3月から総合福祉
センター2階に脳トレコーナーを設けました。脳トレは脳内の
血流を促進して、認知
機能の低下を防ぐ効果
があります。
総合福祉センターに
お越しの際はぜひチャレ
ンジしてみてください。

社 協 トピッ ク ス
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喜多方市社会福祉協議会ボランティアセンター TEL 0241-23-3231お問合わせ

　点訳ボランティアサークル「eyeの会」では、視
覚に障がいのある方のために、活字で書かれて
いる書籍などの内容を“点字にして伝える”活動
を行っています。
　月１回ほど土曜日に定例勉強会を実施してい
ます。

ボランティアいっしょにやってみませんか？

－ぼらせん通信－ VOL.12

　朗読ボランティア「せきれいの会」では、毎月発
行される喜多方市広報誌を「声の広報」として、カ
セットテープに録音し、視覚障がいのある方にお
届けする活動を行っています。
　また、新たに利用者の方に楽しんでいただける
よう、物語も一緒に吹込みお送りしています。

朗読ボランティア「せきれいの会」

点訳ボランティアサークル「eyeの会」

「ウクライナ人道危機救援金」
「令和４年３月福島県沖地震災害義援金」の受付

日本赤十字社福島県支部喜多方市地区
福島県共同募金会喜多方市共同募金委員会

　「ウクライナ人道危機救援金」及び「令和４年３月福島県沖地震災害義援金」の受付を喜多方市
社会福祉協議会で行っております。
　お寄せいただいた救援金・義援金は、日本赤十字社福島県支部喜多方市地区及び福島県共同
募金会喜多方市共同募金委員会を通じて、全額が対象地域に届けられます。
皆さまの温かいご支援をよろしくお願いいたします。

一緒に活動してくださるボランティアさんを募集しています！

興味のある方、ぜひ下記までお問い合わせください！

お待ちしております(*^▽^*)

募 集
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資
源
回
収
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

資
源
回
収
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様

※

順
不
同
・
敬
称
略

＜

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
等＞

・
㈲
五
十
嵐
モ
ー
タ
ー

・
㈱
清
水
食
品
喜
多
方
工
場

・
本
田
金
属
技
術
㈱
喜
多
方
工
場

・
福
島
県
立
喜
多
方
高
等
学
校

・
松
山
公
民
館

・
関
柴
公
民
館

・
駒
形
公
民
館

・
あ
い
づ
塩
川
湯
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

・
岩
本
ト
ミ
子

・
佐
藤

　武
彦

・
佐
藤

　
　良

・
五
十
嵐
ム
ツ
子

・
上
味
マ
リ
子

・
小
澤

　新
一

・
竹
田

　久
江

・
大
竹

　良
子

・
五
十
嵐
純
子

・
瓜
生

　花
菜

・
福
地

　光
代

個

　
　人

企
業
・
団
体

　地域包括支援センターとは、介護、医療、保健、福祉などの側面から高齢者を支
える「高齢者の総合相談窓口」です。
　喜多方市内にお住まいの高齢者自身からの相談はもちろん、ご家族や友人、近所
の方からの相談も受け付けています。お気軽にご連絡ください。

お近くの地域包括支援センターへ、お気軽にご相談ください。

●熱塩加納サブセンター 0241（36）2336
　熱塩加納保健福祉センター「夢の森」内

●塩川サブセンター　　 0241（27）4047
　塩川保健福祉センター｢いきいきセンター｣内

●本所　0241（21）8856  喜多方市総合福祉センター内
●山都サブセンター 0241（38）3139
　山都高齢者生活福祉センター｢しゃくなげホーム｣内

●高郷サブセンター 0241（44）7111
　高郷高齢者生活福祉センター｢かたくり荘｣内

喜多方市地域包括支援センター

通常の営業日：月曜日から金曜日（祝日、年末年始を除く）　8時30分～17時15分

※事前にご予約をいただき、相談対応いたします。

延長相談：事前予約制（祝日、年末年始を除く）　17時15分～19時30分

喜多方市地域包括支援センター
からのお知らせ

こんな不安や困りごとはありませんか？

介護保険サービスを
利用したいが、

手続きがわからない

認知症に
なった時の生活や、
財産管理が心配

足腰が弱ってきたから、
体操して元気に過ごしたい

もの忘れが
気になる

オレオレ
詐欺かも…

介護で悩んでいる。
自分の体調もつらい…

ひとり暮らしの
親が心配だ

近所の高齢者が
虐待や暴力を
受けているかも…
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編
集
発
行

社
会

福
祉

法
人

 喜
多

方
市

社
会

福
祉

協
議

会
〒

966-0043 喜
多

方
市

字
上

江
3646番

地
1

ＴＥＬ
 0241-23-3231　

FAX
 0241-23-3296

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

info@
kitakata-shakyo.or.jp

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.kitakata-shakyo.or.jp/

●
熱

塩
加

納
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-36-3112　

FAX
 0241-36-2776

●
塩

川
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-27-3948　

FAX
 0241-27-3948

●
山

都
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-38-3100　

FAX
 0241-38-3137

●
高

郷
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-44-7111　

FAX
 0241-44-7112

・仕事がみつからない
・仕事が長続きしない
・働きたいが何から始めれば
よいかわからない

・社会に出るのが不安

・毎月の家計がうまくまわら
ない

・家賃や公共料金が払えない
・税金を滞納している
・借金の返済が大変
・子どもの学費がない

・生活に不安がある
・家族が引きこもっている
・病気で働けなくなった
・病院へ行けない、
　治療費が払えない
・お金も食べ物もない

☎0241－23－7373までご連絡ください。
喜多方市生活サポートセンター（社会福祉法人 喜多方市社会福祉協議会内）

こんなことで困っていませんか？

仕事のこと お金のこと くらしのこと

ご相談・
お問合わせは

生活の状況を一緒に考え、整理していく相談窓口です。
状況に応じハローワークや他関係機関へも同行支援します。 です。

相談無料
秘密厳守

フードバンクへ寄付いただきましたフードバンクへ寄付いただきました
　市民の皆さんよりお米や現金の寄付をいただいており
ます。いただいた寄付で缶詰やレトルト食品等の食料品
を購入しました。企業団体より寄贈いただいた食糧品と
一緒に詰め合わせたフードBOXを地域で必要とされてい
る方やこども食堂等にお配りしています。
　地域の皆さまの温かい善意に感謝申し上げます。

新型コロナウイルスの影響で減収、失業となりお困りの方へ
　福島県社会福祉協議会では、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、貸付対象世帯を低所得世
帯以外に拡大し、休業や失業等により生活資金でお悩みの方々に向けた、償還免除の特例を設けた緊
急小口資金等の特例貸付を実施しています。市町村社会福祉協議会の窓口で申請を受け付けており
受付期間が令和４年６月末迄に延長になっています。（今後の状況によっては、さらに延長となる場
合もありますので、お問合わせください。）
　ご準備いただく書類等がございますので、事前に下記までご連絡ください。
　なお、総合支援資金（再貸付）の受付は終了しております。

●本　　　　所　☎0241-23-3231
●熱塩加納支所　☎0241-36-3112
●塩 川 支 所　☎0241-27-3948

●山 都 支 所 ☎0241-38-3100
●高 郷 支 所 ☎0241-44-7111

お問合わせ先 社会福祉法人 喜多方市社会福祉協議会

生 活 サポ ー ト セ ンタ ー か ら の ら せお 知

フードBOXに入っている
品　　物

お菓子類

レトルト・缶詰

飲み物

生活雑貨

シャンプー・石鹸

ティッシュ・衛生用品

コープあいづフードドライブ事業、セブ
ンイレブン・ジャパン、カーブス　フー
ドドライブ、JA共済連、各企業団体ほか
市民の皆さまより寄贈いただいた商品
です。
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